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田岡功駐日パラグアイ全権大使を迎え講演会

エコツアー参加者が日本人移住地（イタプア県ラバス市）訪問
日本に赴任前の田岡大使(中央）とともに（2004年４月）

田
岡
大
使
の
市
長
当
時
の
活
動
紹
介
を
転
載
（
四
年
前
）

田
岡

功
さ
ん
（
パ
ラ
グ
ア
イ
国
イ
タ
ブ
ア
県
ラ
パ
ス
市
市
長
）

地
球
の
裏
側
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
お
隣
パ
ラ
グ
ア
イ
に
渡
っ
た
方

が
い
ま
す
。
日
本
国
の
政
策
に
よ
り
、
父
と
一
緒
に
パ
ラ
グ
ア
イ

に
渡
っ
た
の
は
十
四
歳
の
時
で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
て
も
大
き
な
夢

と
希
望
を
抱
い
て
の
渡
航
で
し
た
。
し
か
し
、
現
地
に
着
い
て
私

の
目
の
前
に
は
、
ど
こ
ま
で
も
つ
づ
く
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
よ
う
な
風

景
。
へ
び
や
色
々
な
動
物
、
自
分
の
背
の
十
倍
も
あ
る
巨
木
。
来

る
日
も
来
る
日
も
そ
の
巨
木
を
焼
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
ま
り
の
辛
さ
に
帰
国
す
る
日
本
人
も
多
く
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

あ
き
ら
め
ず
、
日
本
に
は
帰
ら
ず
四
十
五
年
。

今
で
は
、
約
三
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
広
大
な
農
地
の
地
主
と

な
り
、
先
駆
者
と
し
て
、
同
じ
よ
う
に
や
っ
て
来
る
日
本
人
と
パ

ラ
グ
ア
イ
と
の
パ
イ
プ
役
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
系
の
人
た
ち
で

協
力
し
て
道
路
整
備
も
し
ま
し
た
。
移
住
日
系
農
家
で
ハ
イ
レ
ベ

ル
な
農
業
組
織
も
作
り
ま
し
た
。
農
地
開
拓
と
そ
れ
に
伴
う
道
路

作
り
に
貢
献
し
た
と
し
て
ま
じ
め
で
勤
勉
な
日
本
人
の
活
躍
と
そ

の
成
果
が
評
価
さ
れ
、
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
十
二
年
）
パ
ラ
グ

ア
イ
国
家
功
労
賞
（
勲
記
お
よ
び
勲
章
勲
三
等
レ
コ
メ
ン
ダ
ド
ル
）

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
変
め
ず
ら
し
い
事
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

パ
ラ
グ
ア
イ
に
は
日
本
に
な
い
す
ば
ら
し
い
気
象
条
件
と
地
力
の

あ
る
土
壌
条
件
が
あ
り
ま
す
。
夏
は
、
高
温
で
低
湿
な
の
で
大
豆

な
ど
の
密
埴
栽
培
が
出
来
ま
す
。
ミ
ネ
ラ
ル
分
の
高
い
お
い
し
い

大
豆
を
た
く
さ
ん
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

お
い
し
い
農
作
物
と
そ
れ
を
欲
し
い
と
思
う
購
買
者
が
い
れ
ば
、

国
を
超
え
て
届
け
た
い
。
パ
ラ
グ
ア
イ
と
日
本
が
リ
ン
ク
す
る
掛

け
橋
に
な
れ
な
い
か
、
そ
う
考
え
て
い
る
田
岡
さ
ん
で
す
。

「
日
本
は
本
当
に
平
和
で
豊
か
な
国
で
す
」
一
〇
年
ぶ
り
に
帰
国

し
た
田
岡
さ
ん
は
、
そ
う
思
っ
た
そ
う
で
す
。
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宇
宙
は
全
て
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
太
陽
と
地
球

と
月
の
関
係
も
引
力
と
斥
力
の
絶
妙
な
る
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
あ
り
、
そ
れ
は
じ
っ

と
止
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
互
い
に
自
転
と
公
転
を
す
る
関
係
を
持
ち
な
が

ら
存
在
し
て
い
ま
す
。
も
し
、
こ
の
関
係
が
少
し
で
も
崩
れ
れ
ば
、
た
ち
ま
ち

全
て
破
壊
に
繋
が
り
ま
す
。
人
間
の
身
体
も
呼
吸
作
用
や
動
脈
と
静
脈
、
ま
た

交
感
神
経
と
副
交
感
神
経
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
生
息
し
て
い
ま
す
。
も
し

こ
の
関
係
が
少
し
で
も
崩
れ
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
病
気
に
な
り
、
ひ
ど
け
れ
ば
死

に
繋
が
り
ま
す
。

人
間
と
人
間
、
あ
る
い
は
人
間
と
自
然
と
の
拘
わ
り
も
、
現
代
は
政
治
も
、
経

済
も
、
産
業
や
科
学
も
更
に
は
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
な
ど
の
文
化
交
流
も
、
全
て
が

昔
と
違
っ
て
地
球
規
模
で
進
ん
で
い
る
時
代
で
す
か
ら
、
地
球
規
模
で
検
討
し

な
い
限
り
解
決
し
な
い
問
題
が
山
積
み
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
地
球
環
境
問
題
は
、
人
と
地
球
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
関
係
に
な
っ
た

と
こ
ろ
に
起
因
し
、
そ
れ
は
資
源
や
食
糧
、
人
口
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
核
や
軍
事
、

テ
ロ
、
宗
教
、
政
治
、
経
済
問
題
等
と
共
に
、
先
進
国
も
発
展
途
上
国
も
共
通

に
考
え
、
対
処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
人
類
の
未
来
が
危
う
い
と
い
う
緊
急
状
態

に
至
っ
て
い
ま
す
。
上
記
諸
問
題
は
互
い
に
関
連
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
今
回

は
地
球
環
境
問
題
を
共
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

環
境
問
題
の
原
因
は
、
先
進
国
、
発
展
途
上
国
の
両
方
に
原
因
が
あ
り
ま
す
。

先
進
国
は
活
発
な
経
済
活
動
の
中
で
、
空
に
も
陸
に
も
川
や
海
に
も
、
有
害
な

物
質
を
出
し
た
り
、
大
切
な
森
林
を
大
量
に
伐
採
し
た
り
し
て
来
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
様
々
な
公
害
問
題
を
起
こ
し
、
人
間
や
自
然
の
生
態
系
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
で
も
水
俣
病
や
四
日
市
喘
息
は
有
名
で
す
。
海
外
で
は
チ
ェ
リ
ノ
ブ
イ
リ

原
発
事
故
は
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
直
接
的
報
告
だ

け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
お
話
し
す
る
地
球
の
温
暖
化
や
砂
漠
化
、
酸
性
雨
な
ど

に
も
大
き
く
影
響
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
発
展
途
上
国
は
、
人
口
が
急
速
に
増

加
し
て
い
る
の
で
、
食
糧
問
題
が
深
刻
で
す
。
農
地
や
放
牧
地
の
拡
大
の
た
め
、

大
規
模
な
焼
畑
や
森
林
伐
採
を
し
な
が
ら
、
土
地
を
開
拓
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
過
剰
放
牧
で
草
や
木
の
芽
が
徹
底
的
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
、

砂
漠
化
が
急
進
展
し
て
い
ま
す
。
焼
畑
や
森
林
伐
採
を
し
て
、
緑
を
補
う
こ
と

を
し
な
い
為
、
こ
れ
ま
た
地
球
の
砂
漠
化
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

大
量
の
農
薬
や
化
学
肥
料
の
使
用
の
結
果
、
一
時
的
収
穫
は
上
が
っ
て
も
、
長

期
的
に
見
れ
ば
、
土
地
そ
の
も
の
を
荒
廃
さ
せ
、
又
新
た
な
耕
作
地
を
求
め
て

森
林
が
失
わ
れ
て
い
く
と
い
う
悪
循
環
が
進
ん
で
い
ま
す
。
正
に
地
球
が
悲
鳴

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

一
、
主
な
環
境
問
題
と
そ
の
原
因
と
現
象

①

地
球
温
暖
化
と
海
面
上
昇
、
異
常
気
象
現
象

産
業
革
命
以
降
、
と
り
わ
け
二
〇
世
紀
に
な
る
と
、
爆
発
的
人
口
の
増
加

（
世
界
の
人
口
は
一
九
五
〇
年
二
十
五
億
人
が
こ
の
半
世
紀
で
、
二
〇
〇
五
年

は
六
五
億
人
と
な
り
、
更
に
二
〇
五
〇
年
に
は
九
三
億
人
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
）

と
共
に
、
産
業
の
発
達
が
著
し
く
、
急
速
に
工
場
や
火
力
発
電
所
が
増
え
、
自

動
車
社
会
の
到
来
に
よ
っ
て
、
人
々
は
こ
ぞ
っ
て
車
に
乗
る
よ
う
に
な
り
、
化

石
燃
料
（
石
油
、
石
炭
な
ど
）
が
激
し
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
結
果
、
外
的
に
は
豊
か
で
便
利
な
世
の
中
と
な
り
な
が
ら
も
、
一
方

で
は
沢
山
の
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
二
酸
化

炭
素
は
、
地
上
か
ら
放
射
す
る
赤
外
線
を
溜
め
込
ん
で
、
地
球
全
体
を
温
室
の

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
象
を
温
室
効
果
と
言
い
、
そ
の
ガ
ス

（
二
酸
化
炭
素
、
メ
タ
ン
等
）
を
温
室
効
果
ガ
ス
と
言
い
ま
す
。

二
〇
〇
〇
年
現
在
、
世
界
で
毎
年
六
十
億
ト
ン
以
上
の
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ

れ
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、
日
本
の
順
で
排
出
量
が
多
く
、
こ
の
四
カ

国
で
全
体
の
約
半
分
に
達
し
て
い
ま
す
。
発
展
途
上
国
の
産
業
、
経
済
が
発
展

し
て
行
く
と
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
は
一
段
と
増
加
し
ま
す
。

地
球
の
温
暖
化
（
地
球
の
表
面
気
温
が
上
昇
し
て
気
候
や
自
然
が
変
化
し
て
し

ま
う
現
象
）
は
現
代
人
間
が
生
活
上
排
出
し
て
い
る
二
酸
化
炭
素
・
メ
タ
ン
な

ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
過
剰
に
排
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
起
こ
り
、
こ

れ
に
よ
っ
て
北
極
、
南
極
、
カ
ナ
ダ
な
ど
の
氷
河
や
氷
山
が
溶
解
し
て
、
海
面

上
昇
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
海
面
上
昇
に
よ
っ
て
、
海
面
下
に
沈
ん
で
い
く
島

や
地
域
が
拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
気
候
が
変
わ
り
、
生
態
系
や
農
業
生
産
に
影
響
が
出
た
り
、
猛
暑
や
長
期

日
照
り
に
よ
る
旱
魃
や
熱
波
、
寒
波
、
豪
雨
な
ど
に
よ
っ
て
洪
水
が
増
え
た
り
、

異
常
気
象
が
世
界
各
地
で
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
沢
山
の
人
々
が
死
ん
だ
り
、

多
く
の
災
害
が
増
加
し
て
い
る
の
も
地
球
温
暖
化
が
主
要
な
要
因
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
球
環
境
問
題
基
礎
編

一
日
研
修
会

講
座
よ
り



そ
れ
ら
の
反
省
の
上
に
、
二
酸
化
炭
素
を
出
さ
な
い
燃
料
の
研
究
（
発
電
用
に

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
自
動
車
用
に
水
素
燃
料
な
ど
）
が
急

速
に
研
究
開
発
さ
れ
、
実
用
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
膨
大
な
費
用
が
か
か
る

こ
と
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
革
命
的
な
転
換
は
厳
し
い
よ
う
で
す
。

個
人
や
家
庭
で
温
暖
化
を
く
い
止
め
て
い
く
一
助
と
し
て
、
家
庭
で
の
節
水
や

節
電
の
努
力
、
植
樹
活
動
促
進
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
行
動

も
大
切
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
そ
の
意
識
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
伝
え
な
が
ら
、

関
心
と
努
力
を
社
会
ぐ
る
み
の
運
動
に
広
め
、
国
を
挙
げ
て
世
界
に
道
を
示
せ

る
機
運
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
が
更
に
大
切
で
す
。

何
故
な
ら
地
球
規
模
の
問
題
故
、
国
際
的
連
携
無
し
に
こ
の
問
題
は
是
正
さ

れ
て
い
か
な
い
か
ら
で
す
。

②

オ
ゾ
ン
層
の
破
壊

フ
ロ
ン
ガ
ス
等
の
化
学
物
質
が
原
因
で
オ
ゾ
ン
層
破
壊
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

ⅰ

オ
ゾ
ン
と
は
Ｏ
３
で
、
酸
素
が
３
個
集
ま
っ
た
状
態
で
す
が
、
オ
ゾ
ン
だ

け
で
は
毒
性
が
あ
り
、
吸
い
過
ぎ
る
と
死
を
も
た
ら
し
ま
す
。
こ
の
オ
ゾ
ン
が

地
球
と
宇
宙
の
間
の
成
層
圏
（
地
上
十
ｋ
ｍ
～
六
十
ｋ
ｍ
）
に
溜
ま
り
、
地
上

二
十
五
ｋ
ｍ
～
四
十
五
ｋ
ｍ
に
オ
ゾ
ン
の
密
度
が
高
い
層
を
な
し
て
、
有
害
な

紫
外
線
を
吸
収
し
て
地
球
上
の
生
物
を
守
っ
て
い
ま
す
。
紫
外
線
は
浴
び
過
ぎ

る
と
生
物
に
と
っ
て
有
害
で
す
。
皮
膚
ガ
ン
や
白
内
障
の
発
生
率
を
増
加
し
ま

す
。
ま
た
、
生
態
系
に
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
、
農
業
生
産
の
減
少
も
懸
念

さ
れ
ま
す
。

ⅱ

オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
の
原
因
は
主
に
フ
ロ
ン
で
す
。
フ
ロ
ン
は
炭
化
水
素
の

水
素
を
塩
素
や
フ
ッ
素
で
置
き
換
え
た
数
種
の
物
質
の
総
称
で
す
。
フ
ロ
ン
は

他
の
物
質
と
反
応
せ
ず
、
殆
ど
無
害
で
、
圧
力
に
応
じ
て
容
易
に
気
化
、
液
化

を
繰
り
返
し
て
、
種
類
に
よ
っ
て
は
油
を
よ
く
溶
か
し
た
り
、
便
利
な
性
質
を

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
の
冷
媒
、
電
子
回
路
な
ど
の

精
密
部
品
の
洗
浄
剤
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
や
ウ
レ
タ
ン
な
ど
の
発
泡
剤
、
ス
プ
レ
ー

の
噴
射
剤
な
ど
、
現
代
生
活
を
支
え
て
広
く
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
フ

ロ
ン
が
、
工
場
や
生
活
用
品
か
ら
大
気
中
に
放
出
さ
れ
る
と
、
成
層
圏
に
達
し
、

太
陽
か
ら
の
強
い
紫
外
線
を
吸
収
し
て
分
解
し
、
塩
素
原
子
を
放
出
し
ま
す
。

こ
の
塩
素
分
子
が
オ
ゾ
ン
を
酸
素
分
子
に
分
解
し
ま
す
。

こ
の
塩
素
分
子
一
個
に
つ
き
、
オ
ゾ
ン
分
子
数
万
個
を
連
鎖
的
に
分
解
す
る
為
、

多
数
の
オ
ゾ
ン
分
子
が
次
々
に
破
壊
さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
フ
ロ
ン
を
大
気
中
に

放
出
す
る
こ
と
は
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
に
繋
が
る
わ
け
で
す
。
同
じ
よ
う
に
オ

ゾ
ン
層
破
壊
の
働
き
を
す
る
物
質
は
、
消
火
剤
に
使
わ
れ
る
ハ
ロ
ン
、
洗
浄
剤

に
使
わ
れ
る
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
、
フ
ロ
ン
の
原
料
の
四
塩
化
炭
素
、
農
薬
に

使
わ
れ
る
臭
化
メ
チ
ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
地
球
規
模
で
見
た
場
合
、
熱
帯
域

を
除
き
長
期
的
・
全
地
球
的
に
オ
ゾ
ン
層
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
特

に
顕
著
な
の
は
南
極
上
空
の
オ
ゾ
ン
層
の
減
少
で
、
九
月
～
十
月
頃
に
か
け
て
、

南
極
上
空
の
オ
ゾ
ン
層
が
著
し
く
減
少
す
る
現
象
を
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
と
言
い
、

一
九
七
九
年
頃
か
ら
観
測
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル

は
近
年
規
模
が
拡
大
さ
れ
一
九
九
八
年
に
は
二
五
〇
〇
万
平
方
ｋ
ｍ
を
越
え
て

い
ま
す
。
日
本
の
札
幌
上
空
で
も
オ
ゾ
ン
層
の
減
少
傾
向
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
は
一
九
八
八
年
九
月
、
「
ウ
ィ
ー
ン
条
約
及
び
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
」

に
加
入
。
国
内
法
（
オ
ゾ
ン
層
保
護
法
）
も
定
め
、
対
応
、
一
九
九
五
年
、
電

気
製
品
な
ど
の
フ
ロ
ン
使
用
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

私
達
に
と
っ
て
は
、
ス
プ
レ
ー
な
ど
も
含
め
て
、
オ
ゾ
ン
破
壊
物
質
を
含
む
商

品
の
不
買
努
力
も
大
切
で
す
。

③

酸
性
雨

ⅰ

酸
性
雨
と
は
強
い
酸
性
を
示
す
雨
の
こ
と
で
、
石
炭
や
石
油
な
ど
の
化
石

燃
料
の
燃
焼
に
よ
っ
て
、
硫
黄
酸
化
物
や
窒
素
酸
化
物
が
大
気
中
へ
放
出
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
ガ
ス
が
雲
粒
に
取
り
込
ま
れ
て
、
複
雑
な
化
学
反

応
を
繰
り
返
し
て
、
硫
酸
イ
オ
ン
、
硝
酸
イ
オ
ン
等
に
変
化
し
、
強
い
酸
性
を

示
す
雨
ま
た
は
乾
い
た
粒
状
の
物
質
と
し
て
降
下
す
る
現
象
で
す
。
一
般
的
に

は
Ｐ
Ｈ
５
．
６
以
下
の
雨
が
酸
性
雨
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
Ｐ
Ｈ
７
が
中
性
）

ⅱ

硫
黄
酸
化
物
と
窒
素
酸
化
物
は
何
故
発
生
す
る
？

硫
黄
酸
化
物
は
、
工
場
や
火
力
発
電
所
で
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
中
の
硫
黄
分

を
燃
焼
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
の
他
、
火
山
の
噴
煙
な
ど
の
自
然
現
象
に
よ
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

窒
素
酸
化
物
は
、
燃
焼
用
空
気
の
中
の
窒
素
が
高
温
状
態
で
酸
化
さ
れ
た
り
、

燃
料
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
窒
素
化
合
物
が
酸
化
さ
れ
て
発
生
す
る
も
の
で
、

ボ
イ
ラ
ー,
燃
焼
炉
な
ど
の
固
定
発
生
源
か
ら
の
も
の
と
、
自
動
車
の
排
出
ガ
ス

が
主
な
原
因
で
す
。

続
く

（
飯
野
貞
夫
事
務
総
長
寄
稿
）


